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山鹿小学校、芦屋海浜公園のわんぱーくへ遠足
　広い芝生公園で遊んだ後のお弁当タイム。６年生は、早起きして自分のお弁当を自分で作ったそう
です。好きなおかずを入れたり、キャラ弁を作ったりと個性豊かなお弁当が勢ぞろいしていました。
※撮影時は一時的にマスクを外しました。



　
自
然
災
害
と
い
う
と
地
震
を
想
像
す

る
人
が
多
い
で
す
が
、
日
本
に
毎
年
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
の
は
、
台
風
や

梅
雨
に
よ
る
水
害
が
多
い
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
過
去
の
災
害
】

　
昭
和
28
年
６
月
25
日
か
ら
29
日
に
か

け
て
、
活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
遠

賀
川
が
決
壊
し
ま
し
た
。
多
く
の
民
家

が
浸
水
・
倒
壊
し
、
祗
園
橋
も
流
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
は
、
平
成
29

年
以
降
５
年
連
続
で「
大
雨
特
別
警
報
」

が
出
さ
れ
、
県
南
を
中
心
に
大
雨
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

①
災
害
発
生
時
の
危
険
な
場
所
を
知
る

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
避
難

す
る
必
要
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
よ
っ
て
は
自
宅
の
２
階
に
避
難

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
こ
の
広
報
あ

し
や
と
一
緒
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
役
場
２
階
、
総
務
課
窓
口
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

②
備
蓄
品
な
ど
の
準
備
・
点
検

　
災
害
に
備
え
、
非
常
時
用
備
蓄
品
や

非
常
時
持
ち
出
し
品
の
準
備
・
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
食
糧
の
賞
味
期
限

の
確
認
や
懐
中
電
灯
の
電
池
の
交
換
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
所
の
場
所
を
確
認

　
災
害
発
生
時
に
滞
在
す
る
指
定
避
難

所
は
、
中
央
公
民
館
と
総
合
体
育
館
で

す
。
災
害
規
模
や
避
難
者
数
に
あ
わ
せ

て
、
ほ
か
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
（
学

校
や
公
民
館
な
ど
）
を
開
設
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

④
気
象
情
報
・
災
害
情
報
を
入
手

　
い
ち
早
く
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

◇�

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
（
ｄ
ボ
タ
ン

な
ど
）

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

◇�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
防
災
速
報
ア
プ
リ

※�

登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

◇�

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

※�

登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

⑤
避
難
情
報
の
入
手

　

町
で
は
、
災
害
情
報
や
気
象
情
報
な

ど
に
応
じ
て
、
避
難
情
報
や
避
難
所
開

設
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情

報
は
、
戸
別
受
信
機
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
な
ど
か
ら
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、
避
難
情

報
に
あ
わ
せ
て
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避
難
」

ま
た
は

警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」
で

必
ず
避
難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

　
災
害
時
の
気
象
情
報
や
避
難
情
報
な

ど
を
、
皆
さ
ん
に
速
や
か
に
正
確
に
伝

え
る
た
め
、
戸
別
受
信
機
を
各
戸
に
無

償
配
布
（
貸
与
）
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
情
報
や
行
政
情
報
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
か
ら
の
緊
急
情
報
、
住
ん
で
い
る
自

治
区
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
な
ど

が
音
声
と
文
字
で
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
受
信
機
を
ま
だ
箱
か
ら
出
し
て
い
な

い
人
は
、
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
置
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
設
置
方
法
が
わ
か

ら
な
い
人
は
、
庶
務
係
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
も
な
く
梅
雨
時
期
で
す
。
災
害
発
生
に
備
え
ま
し
ょ
う

▽
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）

▷ �総合体育館（山鹿）

▷ �中央公民館（中ノ浜）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

災
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

▷ �防災メール
まもるくん

▷ �Yahoo!
　防災アプリ
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①夏場の積乱雲

　非常に発達したモクモクとした雲で、雲
の下の方は黒く不気味な感じもします。積
乱雲の下では強い雨と風があり、雷を伴い
ます。一般的に一つの積乱雲は、数時間で
消滅しますが、同じところで次々と発生す
ることがあります。
　雷の音が聞こえたら、大きな木の下は危
険です。屋内や車の中に避難しましょう。

気
象
の
豆
知
識

②線状降水帯

　低気圧や前線の南側で、暖かく湿った空
気が収束し発生します。この風の流れが変わ
らないと同じところで積乱雲が発生するため
集中豪雨となり、比較的狭い範囲で土砂災
害や洪水が発生することがあります。芦屋町
に「顕著な大雨に関する情報」が発表され
たら、ただちに安全な所へ避難しましょう。

▷ �気象庁ホームページより

③梅雨

　夏の暖かい空気と冬の冷たい空気がぶつ
かることで前線が発生し、春から夏に季節
が変わるとき、日本にまとまった雨をもたら
します。近年の梅雨は豪雨となることが多
く、特に梅雨末期の豪雨は広い範囲で大き
な災害となることもあります。線状降水帯
を伴うこともあり、梅雨末期は特に気象情
報に注意しましょう。

④台風

　多くの台風は、夏から秋にかけて暖かい
南の海上で発生します。暴風雨を伴い北上
し、日本に上陸することもあります。規模の
大小はありますが、中心付近はもちろんの
こと、時にはかなり遠くでも暴風雨となるこ
とがあります。また、台風が遠い南海上に
あっても太平洋側では波が高くなり、前線
が日本付近にあると前線活動が活発化する
こともあります。数日前から進路予想が出ま
すので、進路によっては、レジャーや帰省
を中止することも大切です。

▷ �気象庁ホームページより

▷ �気象庁ホームページより
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〈協定内容・協定締結先〉
①�町が福祉避難所を開設したときに、障がいがあり、特別な配慮を要する人のために、避難所に生活支援員を
派遣してもらうこと

法人名 施設名 対象者 所在地

社会福祉法人遠賀中間会 障がい福祉サービス事業所 みどり園 障がい者 緑ヶ丘
4-42

②�町が設置する避難所では受け入れが難しい在宅の重度の要介護者を町内の福祉施設で受け入れてもらうこと
法人名 施設名 対象者 所在地

社会福祉法人孝徳会 介護老人保健施設
リカバリーセンター ひびき 高齢者 大字芦屋 1145-3

社会福祉法人正勇会 特別養護老人ホーム 
ソレイユ芦屋 高齢者 大字山鹿 122-1

社会福祉法人まつかぜ会 特別養護老人ホーム 
まつかぜ荘 高齢者・障がい者 緑ヶ丘 2-2

町内の福祉施設と災害時の支援に関する協定

▼問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）、高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）

もしもの災害に備えて、地域でつながりをつくろう
　突然起こる災害から身を守るためには、日頃からの備えや迅速な避難が
必要です。そのため、町では災害時に自力で避難することが難しい人の避
難支援が円滑に行えるよう、避難行動要支援者名簿を作成しています。

避難行動要支援者名簿とは

　災害時に支援を必要とする高齢
者や障がい者などのうち、名簿登
録に同意した人の名簿です。この
名簿は毎年更新して、地域の自主
防災組織や自治区、民生・児童委員、
消防署へ提供しています。
　名簿は、平常時には、地域での見
守り活動や要支援者の情報共有、避
難支援計画の作成資料などとして活
用され、災害時には、避難支援や安
否確認などに役立てられます。

地域で安心して暮らすために

　「避難行動要支援者名簿」の活用は、災害時に、
地域の助け合いにより被害を減らそうとする「共助」
の取り組みのひとつです。地域での支援が円滑にで
きるように、自治区への加入など、地域の皆さんで
日頃から交流を深めておくことが大切です。
　もしもの災害に備えて、避難行動要支援者名簿
を活用し、平常時から支援が必要な人たちを知る
こと、地域での関係づくりや日頃からの声かけ・
見守り、支えあいマップ作成、避難訓練など地域
で取り組んでみませんか。
　支えあいマップ作成は、高齢者支援係または芦屋
町社会福祉協議会へ相談してください。

避難行動要支援者
名簿の取り扱い

　避難行動要支援
者名簿を取り扱う
人は、町が行う個
人情報保護に関す
る研修を受講した
人だけです。
　また、守秘義務も
課せられています。

※�名簿登録を希望する人は、各自治区長または高齢者支援係へ相談してください。
※名簿登録は強制ではありません。
※�名簿への登録は、災害時の避難支援を保証するものではありません。また、避難を支援する人が支援す
る義務や法的な責任を負うものではありません。

▼問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）

広報あしや　2022.6 ④



私たちの手で支えあいの地域をつくる

　芦屋町には、調理や買い物が困難な一人暮らしの高齢者などの在宅生活を支える福祉サービス
「高齢者等配食サービス事業」があります。週３回、栄養のバランスが取れた夕食の弁当を届ける
事業で、利用者の見守り活動にもつながっています。この配食サービスを支えているのがボラン
ティアグループ「八朔の会」です。

　八朔の会の活動は、昭和 60年ごろ、芦屋町社会福祉協議
会（以下、「町社協」）主催のボランティア講座の受講者が、
一人暮らし高齢者のために弁当を調理して届ける活動を始
めたのがきっかけで、今日まで 40年近く活動が続いていま
す。開始当初は週１回の活動でしたが、今では週３回となり、
利用者にとって欠かせない在宅支援の一つになっています。

　八朔の会の会員は、調理班と配食班の２つのグループに分かれて活動しています。
　【調理班】�　町の事業では月・水・金曜日の週３回配食を行っていますが、八朔の会は水曜日

の調理を担当しています（月曜と金曜は、専門の事業者が調理します）。
　　　　�　�　調理班は３班あり、週毎に交代で調理をするので、会員は月に１回から２回、弁当

作りに携わっています。調理は、中央公民館の調理室で班単位で行っていて、栄養士
が作成した献立をもとに、数十人分の弁当を２～３時間かけて作ります。栄養バラン
スの良い献立を覚えて、自宅での料理の腕も上がったという人もいるようです。

　【配食班】�　月・水・金曜日の週３回、弁当に町内の小学生が書いてくれた手紙を添えて、利
用者に手渡しています。利用者への手渡しや世間話をすることが利用者の見守りに
もつながり、また、利用者の困りごとを察知し、町社協と連携して関係機関につな
ぐきっかけになることもあります。

　調理や配食活動のほかに研修会を定期的に開催
したり、会員同士の親睦を深めるイベントも行っ
たりしています。現在は新型コロナウイルス感染
症予防策を徹底しながら活動を行っています。

　高齢者を地域で支えていくためには、これからもボランティアの皆さんの力が必要です。あな
たも八朔の会やそのほかのボランティア団体に参加して、仲間づくり・社会奉仕に取り組んでみ
ませんか。

高齢者等配食サービス事業

八朔の会

高齢者などの在宅生活を支えます
―　配食サービスボランティアグループ　八

は っ さ く

朔の会　―

八朔の会の活動　調理班と配食班

⑤

研修会や親睦会など

一緒にボランティア活動をしませんか

▽ �八朔の会・ボランティア活動などに関する問い合わせ　社会福祉協議会（☎２２２‐２８６６）
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

４月 11日　芦屋港レジャー港化プロジェクト
地域活性化起業人制度の協定を締結しました

　芦屋港レジャー港化を推進するため、日本航空株式会
社と総務省の地域活性化起業人制度による人材派遣の協
定を締結しました。
　当日は、日本航空より４人が芦屋町役場に来庁し、締結
式が行われました。

� ３月 20日　チャレンジキャンプ
自然の中で思いっきり、のびのびとデイキャンプ体験！自然の中で思いっきり、のびのびとデイキャンプ体験！

　家族の絆
きずな

を深め、子どもの成長を考えるきっかけづくりを目的に、総合運動公
園内のみどりの広場でデイキャンプを行いました。参加者は町内在住の小学 1 ～
3 年生の児童とその保護者 22 人。日頃体験できない、野外クッキングやたき火
などに笑顔で取り組んでいました。参加者は「マッチで火おこしするのを頑張っ
た」、「いつもは仕事で子どもの様子をしっかり見られていないので良い機会にな
りました」などの感想があり、家族で充実した時間を過ごしていました。

� ３月 21日　芦屋中学校吹奏楽部第 21回レインボーコンサート
あしや夢リアホールに響きわたれ！青春のメロディ～あしや夢リアホールに響きわたれ！青春のメロディ～♬♬

　芦屋中学校吹奏楽部の伝統行事レインボーコンサートが開催されました。
サックスパートが「To love you more」を聞かせ、打楽器 6 重奏は九州アン
サンブルコンテストで金賞を受賞した「キャッチングシャドウ」を披露する
など約２時間のステージを盛り上げていました。表情豊かな演奏に来場者は
引き込まれるように聞き入っていました。最後は「先輩たちと一緒に演奏で
きてよかった」と在校生が卒業する３年生を送り出していました。
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　ライトアップされた満開の桜を背景に、芦屋釜の里の大茶室
でコンサートが行われました。演奏は 植草ひろみさん（チェロ）
と日高美佐さん（ピアノ）です。アザラシヴィリ作曲「無言歌」 

のほか、植草さんの
オリジナル曲も演奏
し、来場者を楽しま
せてくれました。

� ３月 10日　小中学校入学式
希望のワクワクと緊張のドキドキがいっぱいです！希望のワクワクと緊張のドキドキがいっぱいです！

　春を迎え、小中学校で入学式が行われました。今年度入学した児童・
生徒は、芦屋小学校 27 人、山鹿小学校 55 人、芦屋東小学校 24 人、
芦屋中学校には 124 人です。小学校では、ピカピカのランドセルを背
負った新１年生が元気に初登校しました。中学校では、４月から多様
なニーズに対応するために制服が一新され、新１年生の多くはブレザ
ーの装いで初登校し、少し緊張した表情で入学式に臨んでいました。

� ４月１日・２日　春の宵、さくらコンサート in 芦屋釜の里
満開の桜に包まれて、優雅な演奏にうっとり満開の桜に包まれて、優雅な演奏にうっとり

�３月30日　芦屋釜の里に細見美術財団理事長が来館　
芦屋釜の価値を世に広めたコレクション芦屋釜の価値を世に広めたコレクション

　細見美術財団理事長細見有子さん御一行が芦屋釜
の里を訪れました。細見家は、書籍や展覧会で多く
の芦屋釜を世に紹介するなど、茶の湯釜のコレクタ
ーとして知られています。大茶室で催した茶会では、
波多野町長が皆さんをもてなし、満開の桜咲く庭園
を眺めながら、芦屋釜や鋳

い も じ

物師の話で盛り上がりま
した。細見家が収集した日本美術のコレクションは、
京都の細見美術館で公開されています。
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税
務
職
員
採
用
試
験

▽�

応
募
資
格　
①
令
和
４

年
４
月
１
日
現
在
で
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
人
。
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人 

　
②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る
と

認
め
る
人

▽�

受
付
期
間　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】

　
６
月
20
日
月
〜
29
日
水
（
受
信
有
効
）

※�

受
験
案
内
を
確
認
し
、
申
し

込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
１
次
試
験
日　
９
月
４
日
日

▽�

２
次
試
験
日　
10
月
12
日
水
～
21
日
金
の

う
ち
指
定
す
る
日

▽
問
い
合
わ
せ

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関
す
る
こ

と
＝
人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎
〈
０
３
〉

３
５
８
１
‐
５
３
１
１
内
線
２
３
３
３
）

◦�

そ
の
ほ
か
試
験
に
関
す
る
こ
と
＝
福
岡
国

税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
（
☎
〈
０

９
２
〉４
１
１‐０
０
３
１
内
線
２
４
３
２
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

「
緑
化
講
習
会
」
受
講
者
募
集

　
「
庭
木
の
剪せ
ん
て
い定
と
管
理
」

講
習
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽�
と
き　

６
月
18
日
土
・

【
１
回
目
】
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
（
宗
像
市
久
原
）

▽
募
集
人
数　
各
20
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
開
催
前
日
ま

で
に
、
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務

所
（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２
‐
１
１
９
３
）

ま
た
は
（
フ
ァ
ク
ス
〈
０
９
４
３
〉
７
２

‐
１
５
５
８
）
へ

※
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

職
業
訓
練
生
（
８
月
生
）
募
集

▽�

募
集
科
目・定
員　
①
金
属
加
工
技
術
科
＝

10
人 

②
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
＝
25
人 

③

ス
マ
ー
ト
生
産
サ
ポ
ー
ト
科
＝
10
人

▽�

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
、
受
講

指
示
、
支
援
指
示
ま
た
は
受

講
推
薦
を
受
け
た
人

▽�

訓
練
期
間　
８
月
２
日
火
～
令
和
５
年
１

月
30
日
月

▽�

受
付
期
間　
６
月
１
日
水
～
７
月
７
日
木

▽�

申
し
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
八
幡

西
区
黒
崎
・
コ
ム
シ
テ
ィ
６
階
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
‐
６
９
０
９
）

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
お
か
が
き

▽�

と
き　
７
月
８
日
金
・【
昼
公
演
】
開
場
＝

午
後
１
時
、開
演
＝
午
後
２
時　
【
夜
公
演
】

開
場
＝
午
後
５
時
30
分
、
開
演
＝
午
後
6

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ハ
ミ
ン
グ

ホ
ー
ル
（
岡
垣
町
野
間
）

▽�

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

▽�

応
募
期
限　
６
月
10
日
金
（
必
着
）

※�

詳
細
は
、
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.m

od.go.jp/asdf/
ashiya/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

全
席
指
定
席
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は

延
期
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
渉

外
室（
☎
２
２
３‐０
９
８
１
内
線
３
４
４
）

令
和
４
年
度
福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

▽�

試
験
日　
10
月
９
日
日

▽�
試
験
会
場　
①
福
岡
大
学

（
福
岡
市
城
南
区
）
②
九

州
共
立
大
学
（
八
幡
西
区

自
由
ケ
丘
）

▽�
受
験
申
込
期
限　
７
月
１
日
金
消
印
有
効

※�

受
験
申
込
書
は
６
月
１
日
水
か
ら
、
役
場

福
祉
課
窓
口
や
県
保
健
所
な
ど
で
配
布
し

ま
す
。

※�

受
験
申
込
要
領
は
、
６
月
上
旬
に
福
岡
県

介
護
支
援
専
門
員
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

協
会
（
☎
︿
０
９
２
﹀
４
３
１‐４
５
９
０
）

放
送
大
学
２
０
２
２
年

10
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

　
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
選
科
履
修
生・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
好
き
な
科

目
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

▽�

出
願
期
限　
【
第
１
回
】
６
月
10
日
金
～
8

月
31
日
水
、【
第
２
回
】
９
月
１
日
木
～
13

日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５
８
５‐３
０
３
３
）

ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
６
４
５
‐
３
２
０
１
）

みんなの

ひろば

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

▷ホームページ

▷ホームページ

▷ホームページ▷ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

次
つ
ぎ
と
花
び
ら
乗
り
込
む
花
筏

�

野
口
加
津
美

対
岸
を
犬
と
自
転
車
初
つ
ば
め

�

池
田
千
恵
子

芽
起
こ
し
の
雨
の
濡
ら
せ
る
古
墳
帯

�

吉
住　
利
枝

風
光
る
二
の
的
へ
矢
を
番
へ
つ
つ

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

三
輪
車
こ
き
こ
き
こ
き
と
子
供
の
日

�

田
尾
三
千
枝

断
層
の
走
る
山
肌
彼
岸
潮

�

縄
田　
惠
子

筍
を
茹
で
し
百
年
釜
の
煤

�

仲
山
ク
ニ
子

和
平
へ
の
架
け
橋
な
ら
む
春
の
虹

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

戦
禍
の
子
ニ
ッ
ト
帽
子
の
ボ
ン
ボ
ン
を

揺
ら
し
急
ぎ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
向
か
う

村
上　
一
惠

農
作
の
甘
夏
柑
を
甘
い
か
ら

美
味
し
い
か
ら
と
無
理
や
り
配
る

�

田
中
勢
津
子

ゆ
っ
く
り
と
て
ん
と
う
虫
が
動
き
お
り

網
戸
の
桟
を
日
向
の
方
へ
と

�

後
藤　
征
子

貰
い
た
る
採
り
立
て
和
布
二
三
日

日
な
た
に
干
せ
ば
磯
の
香
り
す

�

麻
生　
清
子

二重らせんのスイッチ
� 辻堂　ゆめ　著  

　「桐谷雅樹。殺人の容疑
で逮捕する。」
　渋谷区の高級住宅地で強
盗殺人事件が起きた。防犯
カメラに映っていたのは、ま
ぎれもなく自分自身の姿。証
拠はすべて雅樹による犯行
を示唆していた。自らの記憶、
精神をも疑いはじめたが―。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�６日月、13日月、20日月、23日木、
27日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ６月

と　き 　　出　演・催　し　　
1 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
11 日土 お話しポケット
12 日日 にじの会
18 日土 おはなしトントン
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

△ �

とき　６月 11 日土午後 1 時か
ら（上映時間 99 分）△

ところ　多目的室△

上映作品　「モリのいる場所」△
�定員　20 人（事前申し込み先

着順）△ �

申込受付　電話または図書館カ
ウンターで受け付け△ �

内容　昭和 49 年の東京。30 年間自宅のちっちゃ
な庭を探検し、草花や生き物たちを飽きもせずに
観察し、時に絵に描く画家モリ（94 歳）と、その
妻秀子（76 歳）。そんなふたりの生活にマンショ
ン建設の危機が忍び寄る。

△

ところ　１階・中央柱特集コーナー
　６月は梅雨の季節。雨がテーマの絵本や紙芝居、読
み物などを揃えています。また、屋内で過ごすことが
多い季節です。図書館で読書はもちろん、雑誌や新聞
などを片手に、ゆっくりくつろぎませんか。

６月の図書館・「物語に降る雨」特集

大人の上映会

　掲載の催しは新型コロナウイルスの感染拡大の状況
などによっては、変更・中止となる場合があります。

【一般書】
天下を買った女 伊東　潤� 著
マスカレード・ゲーム 東野　圭吾� 著
にごりの月に誘われ 本城　雅人� 著
競争の番人 新川　帆立� 著

【児童書】
マスクと黒板 濱野　京子� 作
病院図書館の青と空 令丈　ヒロ子� 作
わたしは　いいこ？ えがしら みちこ�作
おとうさんのぼり くすのき しげのり� 作
わたあめ 近藤　未奈 � 作

広報あしや　2022.6⑨



▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町６月は　　食育月間です

　毎日の食事は、元気な体と心を育む
ためにとても大切です。

　今回は、身に付けてほしい食の力を５つ紹介します。
　この機会に自分や家族の食を考え、5 つの食の力を身に付
けて、「健幸」な毎日を過ごしましょう。

1 食べ物の味がわかる力
　　�　いろいろな食べ物を食べることで、

味覚を刺激しましょう。味だけでなく
形、匂い、感触、歯ごたえなど５感で
おいしさを感じられるように、炒める・
煮る・焼く・揚げる・生で食べるなど
さまざまな調理方法を活用しましょう。

4 料理する力
　　�　簡単なものでいいので、料理をする

習慣を身に付けることは大切です。ま
ずは切るだけのサラダからでもいいの
で、少しずつできることを増やしまし
ょう。また、盛り付けなどを工夫して
料理を楽しみま
しょう。

3 食べ物を選ぶ力
　　�　自分の体は選んで食べたものででき

ています。どのような組み合わせで食べ
るのか、食品を選ぶ力を身に付けましょ
う。自分の目で見て選ぶことで鮮度のい
いものや、旬の食べ物を知りましょう。

2 食べ物の命を感じる力
　　�　自分で野菜を育ててみたり、収穫体

験に参加してみましょう。食べ物をと
おして自然の恵みを感じましょう。

広報あしや　2022.6 ⑩



　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、一般
的に配偶者や恋人など親密な関係にある人から受ける
暴力のことです。女性が被害者となることが多く、決
して許されるものではない重大な人権侵害です。
　内閣府の男女共同参画局が令和３年３月に公表した 

「男女間における暴力に関する調査」では、これまで結
婚したことのある女性のうち、配偶者などから暴力を
受けたことが「何度もあった」人は 10.3％で、およそ
10 人に１人がくり返し暴力を受けた経験があるという
結果になっています。
　暴力とは、殴る蹴るなどの身体的暴力だけを指すので
はありません。人格を否定するような暴言や交友関係を
細かく監視するなどの精神的な嫌がらせをすること、生
活費を渡さないこと、外で働くことを制限すること、嫌が
っているのに性的な行為を強要することなども暴力です。
暴力は体を傷つけるだけでなく、恐怖心から情緒不安定
になるなど、心の健康を害してしまうケースもあります。
　暴力は、いかなる理由であっても、どんな間柄であ
っても、許される行為ではありません。もし、ＤＶを
受けているのではないかと思った場合は、すぐに相談
窓口などに相談してください。
　私たちは、性別に関係なく自由に生きる権利があり
ます。誰もが安心して暮らしていけるように、互いを
思いやり、尊重し合う社会を築いていきましょう。
【相談窓口】
「女性の人権ホットライン」＝　配偶者やパートナーか
らの暴力、職場などでのセクシュアル・ハラスメント、
ストーカー行為といった女性をめぐるさまざまな人権
問題の相談を無料で行えます。秘密は厳守されますの
で、ひとりで悩まず気軽に相談してください。

▽受付時間　月～金・午前８時 30 分～午後５時 15 分
　（☎０５７０‐０７０‐８１０）
「ＤＶ相談＋

プラス
」＝　配偶者からの暴力に悩んでいること

を、全国どこからでも電話（フリーダイヤル）やＳＮＳ
のチャット、メールで相談することができます。
◦電話相談　�24 時間対応
　（☎０１２０‐２７９‐８８９）
⃝�ＳＮＳ・メール相談　ホームページからア

クセス してください。
※�メール相談は 24 時間対応。ＳＮＳのチ

ャット相談受付は正午～午後 10 時
※ 10 言語での外国語相談もあります。

差別をなくすために  第 444 号

女性の人権

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
（☎２２３‐３５４６）

ＤＶ相談＋
ホームページ

６月は　　食育月間です

5 元気な体がわかる力
　　�　元気な体でいるために、食べ

過ぎに気を付けたり、運動習慣
をつけましょう。自分の体調を
気にかけ、不調に早めに気付く
ことで食事の見直しや、体力づ
くり、睡眠の確保など対処でき
るようにしましょう。

■身近な「食生活改善推進員」
　　�　食や栄養の知識を持ったボラ

ンティアです。芦屋町では約
40人が活動しています。

　　�　食に関する学習会や啓発活動
を行っています。ピンクのエプ
ロンが目印です。食に関わるボ
ランティアに興味がある人は健
康づくり係まで問い合わせてく
ださい。

■役場での相談
　　�　健康づくり係には管理栄養士

がいます。食事や栄養、健康の
ことで気になることがあればい
つでも相談してください。

広報あしや　2022.6⑪



⑫⑫

令和４年度 特別支援学級

山鹿小学校 芦屋小学校 芦屋東小学校 芦屋中学校

知的学級 知的学級 知的学級 知的学級

情緒学級 情緒学級 情緒学級 情緒学級

難聴学級

芦屋町の
特別支援教育

▽ �問い合わせ　学校教育係
　　　 （☎２２３‐３５４７）

　芦屋町では、一人ひとりに
合った特別支援教育のさらな
る推進に取り組んでいます。
　小中学校の特別支援学級を
紹介します。

⃝通級指導教室
��　通級指導教室では、読み書きに時間がかかったり、
友だちとのコミュニケーションがうまく取れなかった
りするなど、学習面や行動面、対人面などで困りごと
を抱えている子どもに対し、一人ひとりの状況に応じ
た指導を行います。子どもは通常学級のクラスに籍を
置いているため、学校生活のほとんどは通常学級で過
ごしますが、週に１～数時間を通級による指導の時間
として通級指導教室に移動し、それぞれの困りごとや
課題に合わせた支援・指導を受けます。
�　町内３小学校の通級指導は、芦屋東小学校に在席し
ている教員がすべて担当しています。そして、子ども
が在籍するそれぞれの小学校で通級指導を受けること
もできます。芦屋中学校にも通級指導教室があり、担
当する教員がいます。
�　もし、子どもが学校生活での困りごとを抱えていた
ら、学校や教育委員会まで気軽に相談してください。

⃝すくすく発達相談
⃝巡回相談
�　町では、臨床心理士が直接、幼
稚園・保育所や小中学校を訪問し、
生活場面や授業中などの子どもの
様子を観察し、その子に必要な支
援の内容や方法を保育士や教員に
助言しています。これらの相談をと
おして、すべての子どもが長期にわ
たる継続した支援を受けることがで
きています。
�　また、保護者も「すくすく発達相談」
や「巡回相談」を活用して、臨床心
理士に相談をすることができます。

★芦屋町の
　特別支援教育の特色です

広報あしや　2022.6



⑬

み
ん
な
で
食
べ
た
ら
お
い
し
い
ね

　
食
育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ

て
、
食
に
関
す
る
知
識
と
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ

と
で
す
。
食
べ
る
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
続
く
基
本
的
な
営
み
で
あ
り
、
子
ど
も

は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
食

育
は
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
「
共き

ょ
う
し
ょ
く食」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

共
食
と
は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
食
卓
を

囲
ん
で
、
共
に
食
べ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

共
食
に
は
、
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、「
何
を
作
ろ
う
か
」
と
話
し
合
っ

て
一
緒
に
料
理
を
作
っ
た
り
、
食
事
の
後

に
「
お
い
し
か
っ
た
ね
」
と
語
り
合
っ
た

り
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

何
人
か
で
食
卓
を
囲
む
食
事
の
場
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
は
核
家
族
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

家
族
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
機

会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
調
査
で
は
、

小
学
生
の
約
５
人
に
１
人
、
中
学
生
の
３

人
に
１
人
が
朝
ご
は
ん
を
１
人
で
食
べ
て

い
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
１
人
で
食
べ

る
子
ど
も
は
、
心
や
体
の
不
調
を
感
じ
る

割
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、
家
族
み
ん

な
で
一
緒
に
食
卓
を
囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

食
事
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
箸は
し

の
正
し
い
持
ち
方
や
食

事
の
マ
ナ
ー
、「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち

そ
う
さ
ま
」
と
い
っ
た
食
事
の
あ
い
さ
つ
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
べ
る
習
慣

や
食
べ
物
を
大
事
に
す
る
気
持
ち
、
郷
土

料
理
や
季
節
の
料
理
と
い
っ
た
食
の
文
化

な
ど
を
、
親
や
祖
父
母
か
ら
子
ど
も
に
伝

え
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
る
た
め
、
自
ら
が
周

囲
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
が
感
染
症
対
策
を
心
が

け
て
共
食
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
毎
年
6
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日

は「
食
育
の
日
」で
す
。

食
育
月
間
や
食
育
の

日
を
機
会
に
、
日
頃

の
食
生
活
を
見
直
し

た
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
く
食
卓
を
囲
ん

だ
り
、
食
育
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３‐３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.182

◦
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ

　

令
和
3
年
7
月
～
4
年
3
月
に
、

計
6
回
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
避

難
所
用
の
テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
の
組
み

立
て
体
験
を
と
お
し
て
災
害
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
た
り
、
芦
屋
海

岸
の
ご
み
拾
い
を
行
っ
た
り
し
て
子

ど
も
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

学
習
し
ま
し
た
。

�
◦�
第
1
回
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　
（
令
和
３
年
７
月
24
日
）　

　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

を
招
き
、
被
災
後
に
設
置
さ
れ
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
概
要

や
業
務
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
芦

屋
町
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ど
の
よ

う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
の
か

を
考
え
ま
し
た
。　
　
　

◦
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
（
令
和
４
年
３
月
7
日
～
19
日
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
関

係
団
体
が
製
作
し
た
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
や
マ
ス
ク
と
い
っ
た
手
作
り
作
品

の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

�

◦
第
２
回
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　
（
令
和
４
年
３
月
19
日
）

　
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
が

研
修
と
し
て
芦
屋
海
岸
で
ご
み
拾
い

活
動
を
行
い
、
拾

っ
た
ご
み
の
種
類

や
量
、
感
想
を
発

表
し
ま
し
た
。
参

加
者
に
と
っ
て
、

ご
み
の
問
題
を
考

え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

令
和
3
年
度
活
動
報
告

問
い
合
わ
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
45
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知っていますか？アンコンシャス・バイアス

▽問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

　アンコンシャス・バイアスとは、無意識の思い込みや偏見のこと
をいいます。人は過去の経験や見聞きしたことに影響を受け、「こ
の人は○○だからこうだろう」「普通○○だからこうだろう」と無
意識に解釈して物事を瞬時に判断しています。これは脳の機能で、
誰もが日常的に行っていることです。
　アンコンシャス・バイアスに気づかずにいると、知らず知らずの
うちに、相手を傷つけたり、自分や他人の可能性を狭めたりしてし
まうかもしれません。
　「男性は家庭よりも仕事を優先して当たり前」、「子どもを産んだ
ら女性が仕事を辞めるのが当たり前」といった言葉も、「これは、
決め付けではないか。押し付けではないか。私のアンコンシャス・
バイアスかも？」と疑ってみてください。アンコンシャス・バイア
スは脳の機能なので、なくすことはできませんが、影響を少なくす
ることはできます。日頃当たり前と思っていることが、本当に当た
り前なのか疑問を投げかけ、自分の中に潜む「思い込み」に気付き、
学び、行動を変えることが、多様性を認め合うために大切です。
　男女共同参画の取り組みの進展が未だ十分でない要因の一つとし
て、社会全体において固定的な性別役割意識が存在していることが
挙げられているため、これを機会にあなたの中の無意識の思い込み
を考えてみませんか。

　６月 23日木～ 29日水は男女共同参画週間です
      令和４年度キャッチフレーズ

「あなたらしい」を築く、「あたらしい」社会へ
　「男だから」「女だから」といった性別役割意識にとらわれず、個性と多様性を尊重し、
自身の可能性を信じて誰もが生きがいを感じられる社会を実現するために、私たちの周り
の男女のパートナーシップのことを、この機会に考えてみませんか。

【男女共同参画に関する相談窓口】

就
労

子育て女性就職支援センター
☎５３３‐６６３７
【受付時間】　月～金・午前10時～午後６時
（祝日・年末年始を除く）

Ｄ
Ｖ

配偶者暴力相談支援センター
☎２０１‐２８２０
【受付時間】　月～金・午前８時 30 分～午
後 5 時 15 分（祝日・年末年始を除く）

男
女
差
別

北九州市立男女共同参画センター「ムーブ」
☎５８３‐３６６３
【受付時間】　火～日・午前９時 30 分～午
後５時（祝日、毎月最終木曜日、年末年
始を除く）

そ
の
他

福岡県男女共同参画センター「あすばる」
☎〈０９２〉５８４‐１２６６
【受付時間】　毎日・午前９時～午後５時
（８月 13 日～ 15 日、年末年始を除く）
金（祝日を除く）＝午後６時～８時 30 分
も受け付け



芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

令和３年度　受付状況
■年代別受付人数

町長への手紙 ご意見箱
受付（人）構成比（％）受付（人）構成比（％）

19歳以下 1 1.5 0 0
20・30代 12 17.6 2 9.5
40・50代 6 8.8 3 14.3
60 歳以上 31 45.6 2 9.5
不　明 18 26.5 14 66.7
計 68 100.0 21 100.0

■性質別受付件数（１通に複数の内容あり）
町長への手紙 ご意見箱

受付（件）構成比（％）受付（件）構成比（％）
意見・提案 5 5.7 12 46.2
要望・苦情 78 88.6 12 46.2
お礼など 5 5.7 2 7.7
計 88 100.0 26 100.0

○�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの
声を町政に反映させるためのものです。まち
づくりの提案や意見、日常生活の中で感じて
いることをお寄せください。
　○�町長への手紙やご意見箱は、個人のプライバ
シーや利害にかかわるもの以外は、差出人へ
返事を送ります。できるだけ、名前と住所な
どを記入してください。なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷の類
たぐい

は受け付けません。
　△ 町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、
山鹿公民館、芦屋東公民館
　△ ご意見箱
　�　町のホームページ（トップページ下部）に
ある「ご意見・ご提案」からお寄せください。
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　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働してつくるもの」と考え、町政への提
案や意見などをいただく「町長への手紙」と、「ご意見箱」があります。今回は、令
和３年度にいただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）

町長への手紙 ・ ご意見箱

歩道に放置された自動車を
撤去してほしい

　少なくとも４年以上前から放置自動車が
あります。柏原漁業組合付近の歩道部分で
す。柏原公園を子どもとよく散歩しますが、
歩くとき安全面が心配です。町で対応でき
るならお願いします。
� （30歳代・女性）

手紙

　土地の管理者であ
る福岡県に連絡し、
放置自動車は撤去さ
れています。
� （産業観光課）

対応

アッシーグラウンドの利用
時にマスクを

　コロナ禍で運動不足になりがちなので、
アッシーグラウンドを利用したいのですが、
利用している人は大人も子どももノーマス
クで、子どもは息を上げて走り、大人は大
声を出していたりします。せめてマスク着
用してもらいたいので看板設置や張り紙な
どの対策をしてもらえませんか。
� （年代不詳・女性）

　マスクの着用は、新型コロナウイルス感
染症対策を踏まえた上で利用者の判断に任
せていますが、感染対策などを促す張り紙
を設置しました。
� （生涯学習課）

対応

手紙



Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
料
理
初
心
者
の
男
性

向
け
に
料
理
の
基
礎
か

ら
は
じ
め
、
家
で
で
き

る
簡
単
な
料
理
を
作
り

ま
す
。
で
き
あ
い
の
そ

う
菜
で
済
ま
せ
て
い
る
人
や
食
事
が
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
な
人
な
ど
、

栄
養
の
知
識
を
得
な
が
ら
、
こ
の
機
会

に
料
理
の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　

６
月
16
日
木
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
筆

記
用
具

▽�

申
し
込
み　

６
月
９
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　

大
人
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
、
子
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分
け
離
乳

食
・
幼
児
食
作
り
を
学
べ
ま
す
。
同
じ

環
境
の
マ
マ
・
パ
パ
た
ち
と
ゆ
っ
く
り

料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
調
理
実
習

後
は
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
い
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
で
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　

６
月
10
日
金
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
子
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

６
月
３
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、

予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
保
健

師
・
栄
養
士
が
話
し
ま
す
。

▽�

と
き　

６
月
28
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
1
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

６
月
21
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

令
和
４
年
６
月
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す

①�

現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な
り

ま
す
（
一
部
の
受
給
者
を
除
く
）

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況

を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

な
ど
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
す
べ
て
の
受
給
者
に
現

況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
６
月
以
降
は
一
部
の
受

給
者
を
除
き
、
現
況
届
の
提
出
が
不
要

と
な
り
ま
し
た
。
提
出
が
必
要
な
受
給

者
に
は
、
役
場
か
ら
案
内
を
送
り
ま
す
。

②�

特
例
給
付
の
支
給
に
か
か
わ
る
所
得

上
限
額
が
設
け
ら
れ
ま
す

　

令
和
４
年
10
月
支
給
分
（
６
～
９
月

分
）
か
ら
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
掲

載
の
催
し
な
ど
は
、
変
更
・
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康

・
子
育
て

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

広報あしや　2022.6 ⑯



所
得
額
が
所
得
上
限
限
度
額
以
上
の
場

合
、児
童
手
当
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

子
育
て

支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
７
）

夏
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
受
付

　

就
労
な
ど
で
保
護
者

が
日
中
家
庭
に
い
な
い

児
童
を
対
象
に
、
夏
休

み
期
間
中
（
新
規
）
の

利
用
を
受
け
付
け
ま

す
。
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
可
能
な
限
り
利
用
を

控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

開
設
日
時　
７
月
21
日
木
～
８
月
25
日

木
・
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

※�

日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
土
・
15

日
月
は
休
み
で
す
。

▽�

対
象　
町
内
の
小
学
校
に
在
校
し
て

い
て
、
夏
休
み
期
間
中
に
保
護
者
が

家
庭
に
不
在
の
児
童

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

保
育
料　
７
月
＝
４
０
０
０
円
、
8

月
＝
６
０
０
０
円

※�

お
や
つ
代
１
日
１
０
０
円
が
別
途
必

要
で
す
。

※
減
額
・
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▽�
申
込
期
間　
６
月
１
日
水
～
17
日
金

※�

必
ず
期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
保
護
者
の
勤
務

先
の
在
職
証
明
書
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
８
０
０
円
（
今
年
度
初
め
て
入
会

の
場
合
）
な
ど

※�

証
明
書
の
様
式
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
と

健
康
・
こ
ど
も
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
子
育
て

支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
７
）

認
知
症
予
防
教
室
の

参
加
者
募
集

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
身
近
な

も
の
で
、
症
状
が
出
る
前
か
ら
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
教
室
で

は
、
頭
と
身
体
を
同
時

に
使
っ
た
運
動
（
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ
）
で
脳
の
活

動
を
活
発
に
し
、
自
宅
で
も
継
続
で
き

る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
７
月
７
日
・
14
日
・
21
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
３
回
）・
午
前
10
時

～
11
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　
15
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
６
月
１
日
水
か
ら
30
日

木
ま
で
に
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
３
６
）
へ

６月の日曜開館日　５日・19日
♥にこにこ絵本

　 ▽�とき　６月６日月・午前 11 時～11 時
30 分

♥おゆずり会

　 ▽ �とき　６月６日月～ 11 日土
　※��家で使わなくなった洋服・おもちゃ・
絵本などを譲ったり交換したりしませ
んか。

♥絵本タイム

　 ▽ �とき　６月 17 日金・午前 11 時～ 11
時 30 分

♥育児相談
【ほほえみ相談】 （予約制）
　小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　６月１日水・午前 10時～正午
　※相談は町内に住んでいる人のみです。
【離乳食の日】（5組限定）
　栄養士による栄養指導と進め方相談
　※�６月７日火から予約開始

� 　 � ▽ �とき　６月 14日火・午前 10 時 30 分
～ 11時 30分

　※�実際には食べませんが、家庭で作った
離乳食や市販のベビーフードの形状や
種類などのアドバイスをします。

【たんぽぽ相談】（予約不要）
　�６月の相談日はありませんが、気になる
ことがあればいつでも電話してください。
　※次回のたんぽぽ相談＝ 7月 12日火　

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　６月 15 日水・午前 10 時～
正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃ

を用意して待っています。

たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

募
集

広報あしや　2022.6⑰ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

①
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

②
夏
期
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

③
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
作
業
補
助
員

▽�

任
期  

①
７
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３

月
31
日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ

る
場
合
、
再
度
任
用
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
た
だ
し
、
２
回
ま
で
）。

　

�

②
７
月
20
日
水
～
8
月
31
日
水
（
更

新
な
し
）

　

�

③
７
月
１
日
金
～
令
和
５
年
３
月
31

日
金

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ

る
場
合
、
再
度
任
用
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▽
募
集
人
数 　
①
１
人　
②
8
人
程
度

　
③
１
人

▽�

業
務
内
容

　

�

①
②

■
児
童
の
保
育
（
宿

題
や
遊
び
の
見
守

り
、
お
や
つ
な
ど

飲
食
の
準
備
）

■
支
援
員
の
補
佐

（
お
楽
し
み
会
の
運
営
な
ど
）

■
児
童
の
生
活
指
導
（
集
団
生
活
の

支
援
、
事
故
防
止
）

　

�

③
■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
企
画
展
に

関
す
る
運
営
補
助
■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
関
す
る
運
営
補
助

▽�

勤
務
時
間　
①
午
前
７
時
30
分
～
午

後
６
時
30
分
で
４
～
７
時
間
程
度（
シ

フ
ト
制
、休
憩
60
分
、週
20
時
間
程
度
）

　

�

②
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

で
４
～
７
時
間
程
度
（
シ
フ
ト
制
、

休
憩
60
分
、
週
35
時
間
程
度
）

　

③
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
休

　
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
①
②
週
５
日
程
度
（
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
）

　
�

③
所
属
長
が
指
示
す
る
日
時
（
土
日

祝
日
勤
務
あ
り
。
月
曜
日
休
館
（
た

だ
し
、
月
曜
日
が
開
館
の
場
合
は
勤

務
あ
り
）、
年
末
年
始
12
月
29
日
～
１

月
３
日
休
館
）

▽
報
酬 

①
②
時
給
９
６
８
円

　
③
時
給
８
９
７
円

▽�

保
険 

①
②
雇
用
保
険
あ
り 
③
な
し

▽�

応
募
要
件　
①
②
高
校
生
不
可

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
限
（
必
着
）　
①
6
月
17
日
金

②
6
月
24
日
金　
③
6
月
10
日
金

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
人
事
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）
へ
提
出

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽ �申込期限　６月17日金

▽ �申し込み・問い合わせ　芦屋町観光協会（☎２２１‐１００１）
※月曜日を除く、午前９時～午後５時
※土日祝日に勤務できる人を歓迎します。
※�面接日以外の日でも面接できます。面接日の調整や申し込み方法

などは別途お知らせします。まずは、電話で連絡してください。

業務内容 採用人数 期間 勤務形態
（シフト勤務） 勤務時間 賃金 面接日

プール受付業務
・�チケット販売、忘れもの対応
など

15 人程度
７月14 日木

～
８月 28 日日

週３～ 5 日 ８：30 ～ 18：30 の内、
６～８時間

時給 900 円から
（経験者は優遇） 随時

海水浴場監視業務
・�海水浴場の遊泳者安全監視、
応急救護など

５人程度
７月９日土

～
８月 28 日日

週２日から ９：00 ～ 18：00 の内、
６～８時間 時給 900 円から

（経験者・有資
格者は優遇）

６月　　
18日土
19日日プール監視業務

・�プールの遊泳者安全監視、
　応急救護など

40 人程度 ７月14 日木
～

８月 28 日日
週３日から

8：00 ～ 19：00 の内、
６～８時間

駐車場料金徴収員
・来場車両の料金徴収業務、
　開閉門作業など

10 人程度 8：00 ～ 20：00 の内、
６～８時間

時給 900 円から
（経験者は優遇） 随時

 レジャープール アクアシアンで一緒に働きませんか

募
集

掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。 広報あしや　2022.6 ⑱



※�
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
策
定
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

　

芦
屋
町
観
光
基
本
構
想
の
計
画
期
間

が
令
和
４
年
度
で
終
了
と
な
る
た
め
、

次
期
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

　

検
討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
（
4
回
程
度
を
予
定
）

し
、
地
域
資
源
や
課
題
な
ど
の
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
２
人
程
度

▽�

応
募
資
格　
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
町
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
勤
め
て

　
い
る
人

②
町
議
会
議
員
、
町
職
員
で
な
い
人

▽�

任
期　
7
月
下
旬
～
8
月
下
旬

▽�

申
し
込
み　
６
月
30
日
木
ま
で
に
商
工

観
光
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
２
）
へ

芦
屋
町
地
方
創
生
推
進
委
員
会
の

委
員
募
集

　

芦
屋
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
芦
屋
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

関
す
る
策
定
・
評
価
・
検
証
な
ど
の
審

議
を
行
う
た
め
、
芦
屋
町
地
方
創
生
推

進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
１
人

▽�

応
募
資
格　
令
和
4
年
5
月
25
日
現

在
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
町
議
会
議
員
、
町
職
員
で
な
い
人

②�

平
日
の
会
議
（
１
回
２
時
間
、
年
２

回
程
度
、
夕
方
に
実
施
予
定
）
に
参

加
で
き
る
人

▽�

任
期　
令
和
４
年
８
月
ご
ろ
～
６
年

７
月
ご
ろ
（
２
年
間
）

▽�
応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
直
接
持
参
、
郵
送
（
〒
８
０
７

‐
０
１
９
８
（
住
所
記
入
不
要
）
地
方

創
生
推
進
係
）、
フ
ァ
ク
ス
（
☎
２
２
３

‐３
９
２
７
）ま
た
は
メ
ー
ル（tihou@

tow
n.ashiya.lg.jp

）
で
提
出

※�

提
出
さ
れ
た
申
込
書
に
よ
り
選
考
を

行
い
、
結
果
は
個
別
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※�

申
込
書
は
、
企
画
政
策
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
地
方
創
生
推
進
係（
☎

２
２
３
‐
３
５
７
１
）

公
共
施
設
で
Wi
‐
Fi

（
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
使
え
ま
す

　

芦
屋
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
利

便
性
向
上
と
災
害
時
の
通
信
手

段
の
提
供
を
目
的
に
、
Wi-

Fi

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Wi-

Fi

対
応
機
器
を
利
用
し
て
、
無
料
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
利
用
規
約
に
同
意
の
う
え
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
利
用
で
き
る
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
、

総
合
体
育
館
、
芦
屋
町
役
場
、
町
民

会
館

▽�
問
い
合
わ
せ　
広
報
情
報
係　
（
☎
２

２
３
‐
３
５
７
５
）

誕
生
日
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

載
せ
ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
の
誕
生
月
の
広
報
あ
し
や

に
、
子
ど
も
の
写
真

と
誕
生
日
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽�

対
象　

町
内
に
住

む
３
歳
ま
で
の
子
ど

も（
１
人
１
回
ま
で
）

▽�

応
募
期
限　
誕
生
月

の
前
々
月
の
15
日

▽�

応
募
方
法　
メ
ー
ル
ま
た
は
企
画
政

策
課
窓
口
へ
持
ち
込
み

※�

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
広
報
情
報
係

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
６
９
）

　町では、生ごみの減
量化・資源化の取り組
みとしてダンボールコン
ポストを利用してくれる
モニターを募集します。
　ダンボールコンポス
トの中で、生ごみは微
生物により分解され、
数カ月後には家庭菜園

などに利用できる堆肥へと変わります。
　興味がある人は、気軽に問い合わせてください。

▽ �対象　町内に住んでいる人でアンケート調査
に協力してくれる人

▽募集人数　５人程度

▽ �申し込み　６月 30 日木までに環境・公園係（☎
２２３‐３５３８）へ

家庭で簡単にできる生ごみリサイクル！

ダンボールコンポスト （無料）ダンボールコンポスト （無料）
利用モニター募集利用モニター募集

広報あしや　2022.6⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



令
和
４
年
度
第
２
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
６
月
20
日
月

～
７
月
５
日
火

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
６
月
27
日
月
～
７
月
５
日
火

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管

理
課
（
☎
〈
０
９
２
〉‐
７
８
１
‐
８

０
２
９
）

人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

６
月
２
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

６
月
16
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
６
月
９
日
木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
役
場
4
階

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　
無
料

▽�
問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
６
月
21
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

▽�

受
け
付
け　
６
月
１
日
水
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
30
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
は
1
つ
の
相
談
内
容
に
つ

き
１
回
ま
で
で
す
。

※�

１
つ
の
相
談
内
容
に
対
し
て
、
複
数

人
で
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

遠
賀
郡
民
体
育
大
会 

水
泳
大
会

　

町
を
代
表
し
て
、
郡
民
体
育
大
会
水

泳
大
会
に
出
場
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
７
月
３
日
日
・
午
前
９
時
か

ら
開
会
式

▽�

と
こ
ろ　
水
巻
町
総
合
運
動
公
園
プ

ー
ル
（
水
巻
町
頃
末
北
）

▽�

対
象　
少
年
の
部
（
小
学
生
～
高
校

生
）・
一
般
の
部
（
18
歳
以
上
）

▽�

種
目　
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ
（
各
50
ｍ
）・リ
レ
ー
（
各

町
対
抗
）

▽�

参
加
資
格　
５
月
1
日
以
前
か
ら
郡

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア

競
技
者

※�

こ
の
大
会
は
福
岡
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
選
手
選
出
予
選
会
で
す
。

▽�
申
し
込
み　

６
月
９
日
木
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
８
）
へ

※�

申
込
用
紙
は
体
育
協
会
に
あ
り
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、
大
会
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

２
０
２
２
を
行
い
ま
す

　

美
し
い
海
岸
を
守
り
、
海
に
そ
そ
ぐ

河
川
を
守
る
た
め
、
ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
２
０
２
２
を
行
い
ま
す
。

家
族
や
近
所
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
地

球
を
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
６
月
12
日
日
・
午
前
８
時
か

ら
1
時
間
程
度

※�

雨
天
の
場
合
６
月
26
日
日
に
延
期
し

ま
す
。

※�

雨
天
延
期
の
場
合
は
、
午
前
７
時
以

降
に
各
区
長
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。

▽�

清
掃
場
所　
各
区
の
回
覧
板
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
参
加
す
る
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
６
月
20
日
月
・
21
日
火
の
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
＝
22

日
水
・
23
日
木
・
27
日
月
・
28
日
火
・

29
日
水
・
30
日
木)

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
・
火
の
日
没
～
午
後

募
集
・
相
談

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.6 ⑳掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



９
時
ご
ろ

※�

天
候
不
良
の
場
合
は
水
・
木
を
予
備
日

と
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
を
無
償
配
布
中

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る
酸

性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場 

総
合

案
内
横

　

�

６
月
19
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽�

配
布
量　
１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※�

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦�
涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

◦�

誤
飲
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
容
器
に
は

必
ず
日
付
と
酸
性
電
解
水
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

使
用
方
法

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
布
巾
な
ど
に
十
分
に
含
ま
せ
て
拭

い
て
く
だ
さ
い
。

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
と
し

て
使
用
す
る
場
合
は
、
対
象
物
に
掛

け
流
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

三
大
都
市
圏
か
ら
の
移
住
支
援

　

町
で
は
、
福
岡
県
と
共
同
で
移
住
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
圏
、
大
阪
圏
、
名
古
屋
圏
か
ら
芦

屋
町
に
移
住
し
、
福
岡
県
の
移
住
支
援
事

業
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
・
地
方
移
住

支
援
窓
口
機
能
強
化
事
業
及
び
起
業
支

援
事
業
支
援
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た

人
な
ど
に
移
住
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

※�

18
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い
る
場
合
の

要
件
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※�

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
地
方
創
生
推
進
係（
☎

２
２
３
‐
３
５
７
１
）

緊急地震速報の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の緊急地震速
報訓練が行われます。訓練当日は、戸別受信機
と防災行政無線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意してくだ

さい。

▽ �とき　６月 15 日水・午前 10 時ごろ

▽放送内容
　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「こちらは、芦屋町です。ただ今か
ら訓練放送を行います」
　♪ 緊急地震速報チャイム音♪
　�「緊急地震速報。大地震です。大地
震です。これは訓練放送です」×
３回　「こちらは、芦屋町です。こ
れで訓練放送を終わります」　♪ 
下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

移住支援金
ホームページ

芦屋町大雨洪水避難訓練
　芦屋町では、大雨洪水災害の発生に備え、芦
屋町大雨洪水避難訓練を行います。
　この訓練は、防災情報の伝達確認、洪水時の
避難行動の習得を目的として行われるもので、
訓練当日は、戸別受信機、防災行政無線と防災
メールまもるくんなどによる訓練情報の伝達を
行います。
※実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �とき　６月 18 日土

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

訓練情報の伝達
午前9時ごろ

・  戸別受信機の訓練放送
・  防災メールまもるくんの配信
・  防災行政無線の訓練放送

広報あしや　2022.6㉑ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
や
申
請

が
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
次
の
日

程
で
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

急
き
ょ
中
止
に

な
る
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　
６
月
25
日
土
・
午
前
８
時
30

分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

の
も
の
は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど

の
顔
写
真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要

で
す
。

※
本
人
の
み
手
続
き
で
き
ま
す
。

※�

証
明
書
の
発
行
や
転
入
・
転
出
の
異
動

の
受
け
付
け
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

が
人
と
し
て
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い

く
た
め
の
権
利
（
人
権
）
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
被
害
救

済
の
た
め
速
や
か
に
適
切
な
処
置
を
と

り
、
ま
た
、
人
権
の
大
切
さ
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
身
近

な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
家
庭
内

の
悩
み
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い

じ
め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
福
岡
法
務
局
北
九
州
支

局
内　
北
九
州
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
５
６
１
‐
３
５
４
２
）

令
和
４
年
度
住
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

６
月
10
日
金
に
住
民
税
納
税
通
知
書

を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
住
民
税
は
、

６
月
、
８
月
、
10
月
、
翌
年
１
月
の
４

回
に
分
け
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納付期限

６
月

６
月
30
日
木

８
月

８
月
31
日
水

10
月

10
月
31
日
月

翌
年
１
月

翌
年
１
月
31
日
火

※�

口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
日
は
、

各
納
付
月
の
25
日
（
土
日
祝
日
の
場
合

は
、
翌
銀
行
営
業
日
）
で
す
。
口
座
の

残
高
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）、
納
税
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
３
５
）

マイナンバー休日
窓口ホームページ

みんなのねんきん 

　 令和４年４月分（6 月 15 日支払い分）か
らの国民年金受給額（基礎年金）は、法律
の規定により、令和３年度分と比べて 0.4％
の減額となります。また、年金生活者支援給
付金額は、令和３年度分と比べて 0.2％の減
額となります。
　公的年金の年金額は、物価や賃金の変動に
応じて年度ごとに改定が行われますが、法律
の規定により、物価変動率、賃金変動率とも
にマイナスで、賃金変動率が物価変動率を下
回る場合、物価変動率によって改定されます。
　年金の金額は、6 月上旬に送付される年金
額改定通知書または年金振込通知書で確認
してください。

▽ �問い合わせ　ねんきんダイヤル
　（☎０５７０‐０５‐１１６５）

� 令和４年４月からの年金額

お
知
ら
せ

広報あしや　2022.6 ㉒芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



令
和
７
年
国
勢
調
査
第
１
次
試
験

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
令
和
7
年
に
実
施
す
る
国
勢
調
査
に

向
け
て
「
調
査
票
の
設
計
」「
調
査
の
方

法
」
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に
、
試
験

調
査
を
行
い
ま
す
。
6
月
か
ら
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
祇
園
町
・
白
浜
町
・
正

門
町
の
一
部
の
世
帯
に
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
０
）

芦
屋
釜
の
里

水
無
月
特
別
呈
茶

　

あ
じ
さ
い
が
咲
く

庭
園
の
風
情
を
楽
し

み
な
が
ら
抹
茶
を
一
服

い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　
６
月
３
日
金
～
５
日
日
・
午
前

９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�
内
容　
和
菓
子
と
抹
茶
に
よ
る
呈
茶

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

参
加
費　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
館
料
・
呈
茶
料
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

※�

混
雑
時
に
は
入
場
制
限
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

芦
屋
釜
の
里
茶
道
ミ
ニ
講
座

「
抹
茶
を
い
た
だ
く
」

　

基
本
的
な
抹
茶
の
飲
み
方
を
学
ぶ
講

座
を
行
い
ま
す
（
呈
茶
付
き
）。

▽��

と
き　
６
月
12
日
日
・
午
前
10
時
～
11
時

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

▽��
参
加
費　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円
（
入
館
料
を
含
む
）

▽�

定
員　
８
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�
申
し
込
み　
５
月
27
日
金
～
６
月
10
日

金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋

釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座
幕
末
維
新
史
再
発
見

～
開
国
と
桜
田
門
外
の
変
～

　
２
回
連
続
講
座
の
第
１

回
目
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

ペ
リ
ー
来
航
に
よ
り
、
幕

藩
制
度
は
大
き
く
揺
る

ぎ
ま
し
た
。

　

江
戸
幕
府
は
ペ
リ
ー
と
ど
の
よ
う
に

交
渉
し
た
の
か
、
吉
田
松し
ょ
う
い
ん
陰
は
な
ぜ
テ

ロ
を
企
ん
だ
の
か
、
井い
い
な
お
す
け

伊
直
弼
は
な
ぜ

殺
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
新
し
い
研
究
成

果
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
幕
末
か
ら
明

治
維
新
に
至
る
歴
史
を
改
め
て
た
ど
っ

て
い
き
ま
す
。

▽�

と
き　
６
月
18
日
土
・
午
前
10
時
～
正
午

※
第
２
回
目
は
、
７
月
24
日
日
の
同
時
刻

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
一
坂
太
郎
さ
ん
（
萩
博
物
館

特
別
学
芸
員
）

▽�
定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※�

第
２
回
目
も
同
時
に
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
６
月
１
日
水
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

話
で
中
央
公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１

６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

郷
土
史
跡
巡
り
（
若
松
歴
史
散
策
）

「
石
炭
積
み
出
し
と
吉
田
家
」

　
傑
出
し
た
力
を
持
っ
た
政
治
家 

吉
田

磯
吉
の
生
ま
れ
は
芦
屋
。
そ
し
て
若
戸

大
橋
を
架
け
、
最
後
の
若
松
市
長
と
な

っ
た
息
子 

敬
太
郎
が
終つ
い
の
棲す

み
家
と
定

め
た
の
が
芦
屋
で
す
。
山
鹿
島
の
西
港

が
芦
屋
、
東
港
が
若
松
。
東
西
港
の
光

と
影
を
代
表
す
る
吉
田
家
が
関
わ
っ
た

足
跡
を
巡
り
ま
す
。

▽�

と
き　
６
月
19
日
日
・
午
後
０
時
20
分

～
５
時
40
分

▽�
と
こ
ろ　
北
九
州
市
若
松
区
各
所

※�

役
場
玄
関
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

定
員 　
10
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※�

小
学
4
年
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。）

▽�

参
加
費　
１
０
０
円
（
資
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
６
月
１
日
水
～
11
日
土
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴
史

の
里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

八は
っ
さ
く朔
の
わ
ら
馬
づ
く
り
講
座

　

芦
屋
町
で
３
０
０
年
以
上
続
く
八
朔

行
事
は
、
文
化
庁
か
ら
国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
伝
統
文
化
を
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学

習
、
郷
土
学
習
に
つ
な
げ
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
伝
統
文
化
の

継
承
を
図
り
ま
す
。

▽�

と
き　

６
月
26
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
町
民
会
館
３
階

▽�

講
師　
筑
前
芦
屋
だ
ご
び
ー
な
と
わ

ら
馬
の
会

▽�

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※�

小
学
校
２
年
生
以
下
の
参
加
に
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
６
月
12
日
日
～
22
日
水
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋
歴
史

の
里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

広報あしや　2022.6㉓ 掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す

　

令
和
4
年
4
月
か
ら
、
芦
屋
町
国
民

健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
の
支
給
対
象

と
な
る
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
初
回
の
申
請
を
行
え
ば
、
次
回
以
降

は
登
録
し
た
口
座
に
高
額
療
養
費
を
自

動
的
に
振
り
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
額
療
養
費
の
支
給
対
象
と
な
る
場

合
、
申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
初
回
の

み
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
あ
し
や
５
月
号
に
掲
載
し
た「
役

場
の
人
事
」（
34
ペ
ー
ジ
）
の
一
部
に
記

載
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
誤
】�《
異
動
》（　
）
内
は
旧
所
属

　
　
　

�

芦
屋
釜
振
興
課
＝
新
郷
英
弘

　
　
　
（
生
涯
学
習
課
芦
屋
釜
振
興
係
長
）

【
正
】�《
異
動
》（　
）
内
は
旧
所
属

　
　
　

�

芦
屋
釜
振
興
課
長
＝
新
郷
英
弘

（
生
涯
学
習
課
芦
屋
釜
振
興
係
長
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）

お
知
ら
せ

あしや夢リアホールイベント情報あしや夢リアホールイベント情報
福岡初開催！福岡初開催！

「アニソンＢＩＧ３スーパーライブ２０２２」「アニソンＢＩＧ３スーパーライブ２０２２」
　懐かしいアニメのヒットソングの数 を々、水木一郎、堀江美都子、影山ヒロノブが熱唱します。

▽ �とき　６月５日日・午後４
時開演（午後 3時開場）

▽ところ　あしや夢リアホール

▽料金　前売４０００円、
　�当日４５００円（未就学児
入場不可）

▽ �チケット予約
【インターネット】
　カンフェティ

※会員登録が必要です。
※予約時に席を選べます。
【電話】（オペレーター対応）
　☎０１２０‐２４０‐５４０
※�受付時間は平日・10：00～
18：00

▽ �問い合わせ　あしや夢リア
ホール（☎２２１‐１１１７）

カンフェティホームページ

広報あしや　2022.6 ㉔掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



広報あしや　2022.6㉕ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

芦屋町オリジナルポロシャツを販売します

左袖前 後

前

▽ �問い合わせ　地方創生推進係（☎２２３‐３５７１）

　町のＰＲ・イメージアップを図るため、オリジ
ナルポロシャツを製作・販売します。
　右記販売場所で購入することができます。メッ
シュ生地です。
※�売り切れとなる場合がありますのでご了承くだ
さい。
※�今年から毎年新しいデザインに変わります。

▽ �価格　１着１２００円（消費税込み）

▽ �色　アーミーグリーン（濃い緑）、ロイヤルブ
ルー（濃い青）、バーガンディ（濃い赤）

【色の参考とデザイン】

▽サイズ　ＳＳ、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ＬＬ、３Ｌ、４Ｌ

▽販売期間　６月１日水～ 10月 31日月

▽販売場所
　⃝芦屋町観光協会（☎２２１‐１００１）
　⃝�生き活き市場GoodSmile はまゆう（☎２２
３‐２５２５）

　⃝生鮮館フラップ芦屋店（☎２２１‐４７２５）
　⃝てのや商店（☎２２３‐００５０）
　⃝福島スポーツ店（☎２２３‐１７２３）
　⃝マリンテラスあしや（☎２２３‐１０８１）
※役場では販売しません。

２０２１年度芦屋町ブランド金賞・審査員特別賞決定

▽ �問い合わせ　商工観光係（☎２２３‐３５４２）

前

後

前

袖（ロイヤルブルー）

左袖

　�　芦屋町の豊かな自然や文化などに育まれてきた物、町内事業者により生産、
製造または販売されている物として申請された中から、ブランドとして認定し、
その中から特に優れたものを金賞・審査員特別賞に決定しました。

２０２１年度 金賞 審査員特別賞
産品名 芦屋釜最中 芦屋赤しそ純米梅酒 筑前芦屋釜すはま 霰

あられ

事業所 有限会社あしや釜本舗 株式会社てのや商店 パルセイユ株式会社

　今回、認定された産品は、ホームページに掲載しているほか、役場産業観光課、芦屋町商工会、
芦屋町観光協会に設置しているカタログに掲載しています。なお、認定された産品は、各種イベ
ント出品、ふるさと納税返礼品への追加などを行い、各方面にその魅力を発信していきます。

芦屋町ブランドロゴマーク案
2020/02/17

GOLDEN AWARD
2020

金賞
芦 屋 町

2021

前（色：アーミーグリーン） 後（色：バーガンディ）



芦
屋
釜
の
里
で
オ
ー
プ
ン

記
念
展
覧
会
を
開
催

　
芦
屋
釜
の
里
で
は
、
八
木
さ
ん
の

工
房
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
、
３
月
１
日
火
か
ら
５
月
29
日

日
に
か
け
て
、
展
覧
会
「
八
木
孝
弘

茶
の
湯
釜
展
～
独
立
ま
で
の
歩
み

～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
八
木
さ
ん
が
製
作
し
た
重
要
文
化

財
指
定
芦
屋

釜
の
復
元
作

品
、
展
覧
会
に

出
品
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
な

ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

芦
屋
釜
の
製
作
技
術
を

次
世
代
へ

　
４
月
23
日
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館

講
座
が
芦
屋
釜
の
里
で
開
催
さ
れ
、

「
茶
の
湯
釜
鑑
賞
会
～
も
の
づ
く
り
の

目
～
」
と
題
し
て
、
八
木
さ
ん
が
職

人
の
視
点
か
ら
自
身
の
作
品
を
語
る

講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
八
木
さ
ん
は
、
職
人
の
道
に
入
っ

た
き
っ
か
け
、
古
芦
屋
釜
調
査
の
際

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
作
品
づ
く
り
の
苦

労
話
な
ど
を
交

え
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
、

自
身
の
作
品
を

解
説
し
ま
し
た
。

解
説
の
最
後
に

は
、
芦
屋
釜
の

製
作
技
術
を
次

世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
自
身
の
使

命
で
あ
る
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
普
段
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
製
作
者
の
話
に
、
参
加
者

も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

八
木
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

偶
然
の
き
っ
か
け
か
ら
こ
の
道
に

入
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
支

え
て
い
た
だ
き
、
は
や
四
半
世
紀
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
工
房
を
本
稼
働
し
、
現
代
の
芦
屋

釜
を
全
国
の
皆
様
に
知
っ
て
も
ら
う

べ
く
、
尽
力
す
る
所
存
で
す
。
釜
だ

け
で
な
く
、
日
常
に
使
え
る
鋳
物
製

品
も
製
作
し
て
い
く
計
画
で
す
の
で
、

そ
れ
ら
「
芦
屋
鋳
物
」
に
も
注
目
し

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
芦
屋
釜
の
里
で
修
業
し
、
現
代
の
芦
屋
釜

を
製
作
し
て
い
る
八
木
孝
弘
さ
ん
。
令
和
４

年
３
月
26
日
、
八
木
さ
ん
の
鋳ち

ゅ
う
き
ん金
工
房
と
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
八
木
さ
ん
は
、
平
成
９
年
に
芦
屋
釜
の
里
鋳

物
師
養
成
員
と
し
て
職
人
の
道
に
入
り
ま
し

た
。
芦
屋
釜
の
里
内
の
復
興
工
房
で
16
年
間
修

業
し
、
平
成
25
年
に
独
立
。
独
立
後
は
、
復
興

工
房
を
借
り
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
芦
屋

釜
の
里
近
隣
に
工
房
を
新
た
に
建
設
し
、
こ
の

春
、
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
す
。

芦
屋
芦
屋
鋳鋳い

も

じ

い

も

じ

物
師
物
師  

八八や
つ
や
つ

木木きき

孝孝た
か
た
か

弘弘ひ
ろ
ひ
ろ

氏
の
氏
の

工
房
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン

工
房
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン

八木 孝弘さん

八木鋳金外観

㉖

ギャラリー
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八
木
鋳
金

〒
８
０
７
‐
０
１
４
１

芦
屋
町
大
字
山
鹿
１
５
７
９
‐
１

☎
７
０
１
‐
６
１
７
０

※�

し
ば
ら
く
の
間
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
見

学
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。



㉗

そ
の
時
、

芦
屋
で
時
代
が
つ
く
ら
れ
た

決
戦　
源
平
合
戦
⑤

西
国
侵
攻　
義よ
し
つ
ね経
無
双

　
寿
永
３
（
１
１
８
４
）
年
正
月
、
源
み
な
も
と

頼よ
り
と
も朝
へ
平
氏
を
追
討
す
べ
し
と
の
宣せ
ん
じ旨

が
後ご
し
ら
か
わ
ほ
う
お
う

白
河
法
皇
に
よ
り
出
さ
れ
ま
す
。兵へ
い

権け
ん

を
与
え
ら
れ
た
頼
朝
が
い
よ
い
よ
西さ
い

国ご
く

の
平
氏
追
討
に
乗
り
出
し
ま
す
。
２

月
、
平
氏
が
陣
取
る
旧き
ゅ
う
と都
で
あ
る
福
原

（
現
・
神
戸
市
）
を
攻
略
し
ま
す
。
一
ノ

谷
で
の
源
義
経
の
奇
襲
作
戦
（
有
名
な

鵯ひ
よ
ど
り
越ご
え
の
逆さ
か
お落
と
し
）の
成
功
に
よ
る
も

の
で
し
た
。敗
走
す
る
平
氏
は
四
国
の
屋

島
（
現
・
高
松
市
）
に
陣
を
移
し
ま
す
。

さ
ら
に
翌
元げ
ん
り
ゃ
く
暦
２
／
寿
永
４
（
１
１
８

５
）
年
２
月
、屋
島
の
内だ
い
り裏
も
義
経
の
背

面
か
ら
の
急
襲
に
よ
り
落
と
さ
れ
、海
上

に
逃
れ
ま
す
。こ
う
し
て
平
氏
は
最
後
の

拠
点
彦
島
（
現
・
下
関
市
）
を
中
核
に
関

門
地
方
に
拠よ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

西
国
侵
攻　
範の

り
よ
り頼
苦
労

　
一
ノ
谷
の
合
戦
後
、半
年
か
け
て
追
討

の
準
備
を
行
っ
た
源
氏
。総
大
将
を
源
範

頼
と
し
、
北ほ
う
じ
ょ
う
よ
し
と
き

条
義
時
・
和わ

だ田
義よ
し
も
り盛
・
比ひ

き企

能よ
し
か
ず員
・
三み
う
ら
よ
し
ず
み

浦
義
澄
・
足あ
し
か
が
よ
し
か
ね

利
義
兼
・
武た
け
だ田
有あ
り

義よ
し

な
ど
有
力
御ご
け
に
ん

家
人
や
、
従じ
ゅ
う
ぐ
ん
そ
う

軍
僧
の

一い
っ
ぽ
ん
ぼ
う
し
ょ
う
か
ん

品
房
昌
寛
が
加
わ
っ
た
軍
勢
で
し
た
。

山さ
ん
よ
う
ど
う

陽
道
を
進
ん
だ
範
頼
の
軍
勢
は
、安あ

き芸

（
現
・
広
島
県
）
か
ら
周す
お
う防
（
現
・
山
口

県
）
に
進
ん
で
九
州
に
渡
り
、義
経
軍
と

共
に
平
氏
軍
を
挟は
さ

み
撃う

ち
す
る
た
め
進

軍
し
ま
す
。と
こ
ろ
が
範
頼
軍
は
思
う
よ

う
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。当
時
の
平

氏
軍
の
配
置
が
屋
島
を
本
拠
地
と
す
る

平
宗む
ね
も
り盛
以
下
の
本
隊
の
他
に
、平
知と
も
も
り盛
が

強
力
な
水
軍
を
関
門
地
方
に
展
開
し
て

い
た
か
ら
で
す
。前
後
に
敵
を
受
け
孤
立

し
た
範
頼
軍
は
、
兵ひ
ょ
う
ろ
う糧・
船
舶
の
手
配
に

も
事
欠
き
苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
す
。し
か

も
鎌
倉
の
頼
朝
か
ら
は
、在
地
住
民
と
軋あ
つ

轢れ
き

が
な
い
よ
う
に
く
れ
ぐ
れ
も
心
掛
け

よ
と
重
ね
て
連
絡
が
届
き
ま
す
。進
退
の

途み
ち
も
閉
ざ
さ
れ
、周
防
国
で
隠い
ん
に
ん
じ
ち
ょ
う

忍
自
重
の

状
態
を
続
け
る
範
頼
軍
で
し
た
が
情
勢

が
好
転
し
ま
す
。
九
州
豊ぶ
ん
ご後
（
現
・
大

分
県
）
の
豪
族
緒お
が
た
こ
れ
よ
し

方
惟
栄
な
ど
か
ら
兵
・

船
・
兵
糧
を
提
供
さ
れ
た
の
で
す
。
範
頼

軍
は
辛か
ろ

う
じ
て
九
州
豊
後
に
渡
り
ま
し

た
。
時
は
元
暦
２
年
２
月
、福
原
を
墜
と

し
た
一
ノ
谷
の
合
戦
か
ら
一
年
が
経
過

し
て
い
ま
し
た

芦あ
し
や
う
ら

屋
浦
の
戦
い

　

範
頼
軍
よ
り
北
条
義
時
、
下し
も
こ
う
べ
ゆ
き

河
辺
行

平ひ
ら
、渋し
ぶ
や
し
げ
く
に

谷
重
国
ら
が
先
行
し
て
元
暦
２
年

１
月
25
日
に
九
州
入
り
し
豊
後
か
ら
北

上
。
源
平
合
戦
九
州
唯
一
の
陸
戦
、
芦

屋
浦
の
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
２
月
１

日
、
本
来
の
主あ
る
じ
、
山や
ま
が鹿
秀ひ
で
と
う遠
不
在
の
な

か
、
原は
ら
だ
た
ね

田
種
直な
お・
種た
ね
ま
す益
軍
と
遭
遇
し
合
戦

と
な
り
ま
し
た
。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と

行
平
、重
国
ら
は
奮
戦
し
縦
横
に
駆
け
巡

り
矢
を
放
ち
、美み

け気
敦あ
つ
た
ね種
を
行
平
が
討
ち

取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
い
の
勝
利
に

よ
っ
て
、
平
氏
の
地
盤
で
あ
る
筑
前
・
豊

前
（
現
・
福
岡
県
西
部
～
東
部
、
大
分
県

北
部
）を
範
頼
軍
が
制
圧
。
源
氏
軍
を
威

圧
し
て
い
た
彦
島
の
平
氏
軍
は
孤
立
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

源
氏
の
圧
勝
と
な
っ
た
こ
の
芦
屋
浦

の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
浦
と
は
豊
後

の
ど
こ
か
だ
、
そ
の
方
が
日
程
も
無
理
が

な
い
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
芦

屋
で
は
今
の
中
央
公
園
か
ら
芦
屋
中
学

校
に
か
け
て
近
年
ま
で
あ
っ
た
砂
丘
地

帯
が
そ
の
戦
場
跡
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
源
平
合
戦
の
後
、
秀

遠
の
所
領
は
平
家
討
伐
に
参
加
し
た
京

都
六
勝
寺
の
１
つ
成じ
ょ
う
し
ょ
う
じ

勝
寺
の
執し
ぎ
ょ
う行
で
あ

る
一
品
房
昌
寛
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
は
り
芦
屋
浦
の
戦
い
は
こ
の
地
で
あ
っ

た
こ
と
の
証
拠
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

編

集
後
記

▼
芦
屋
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
レ
イ
ン

ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
芦
屋
釜
の
里
の
さ

く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
撮
影
し
ま
し
た

（
ま
ち
の
わ
だ
い
に
掲
載
）。
ど
ち
ら
も

良
い
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
の
楽
し
い
取

材
…
な
の
で
す
が
、
実
は
写
真
を
撮
る

の
が
結
構
大
変
で
す
。
音
楽
イ
ベ
ン
ト

は
音
が
命
な
の
で
、
演
奏
の
邪
魔
を
し

た
く
な
い
の
で
す
が
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
音
っ
て
消
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。そ
の
た
め
、演
奏
中
の
真
剣
な

表
情
や
し
ぐ
さ
を
な
か
な
か
撮
れ
ず

も
ど
か
し
い
気
持
ち
で
し
た
。�（
那な

ぎ木
）

▼
仕
事
を
は
じ
め
て
も
う
２
カ
月
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
覚
え
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、時
間
が
経
つ
の

を
忘
れ
て
、
正
午
と
夕
方
5
時
の
放
送

が
鳴
る
と
、
も
う
こ
ん
な
時
間
に
な
っ

た
の
か
と
驚
い
て
い
ま
す
。
取
材
や
撮

影
は
楽
し
く
、
子
ど
も
た
ち
や
町
の
人

の
笑
顔
、
き
れ
い
な
風
景
に
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。
技
術
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
い
き
ま

す
。
自
分
が
撮
影
し
た
小
学
校
入
学
式

の
写
真
も
載
っ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
、ま
ち

の
わ
だ
い
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

（
手
塚
）

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歴
史
探
偵
と
い
う
番
組

で
「
源
平
合
戦 

壇
の
浦
の
戦
い
」
が

５
月
４
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。地
元

の
武
将
、山
鹿
秀
遠
の
活
躍
が
再
現
ド

ラ
マ
で
表
現
さ
れ
、
芦
屋
歴
史
の
里
の

学
芸
員
が
解
説
す
る
な
ど
、芦
屋
町
が

全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
番
組

情
報
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
芦
屋
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
配
信
を
し
ま
し

た
。
今
後
の
た
め
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
十
三

広報あしや　2022.6 芦屋町公式ＬＩＮＥ
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芦屋町に住んでいた自衛官時代
　コンバット満さんは、高校卒業後に自衛官になり、平成元（1989）
年に航空自衛隊芦屋基地に配属されました。パイロットになりたか
ったものの、訓練中に高所恐怖症であることに気付き、地上勤務で
あるミサイル管制員になったそうです。
　「当時は基地内に住んでおり、休みの日はボートレース場に通っ
ていました。恥ずかしながら町のことをほとんど知らず、タレン
トになって芦屋釜や砂像展のリポーターをして町の情報を知りま
した」と話していました。

大使としての抱負
　「これからはＳＮＳで町の情報を発信したり、イベントに参加し
たりして盛り上げていきたいです。まずは大好きなボートの売り
上げをアップさせて、最終的には芦屋町に住んで、副町長になれ
たらいいなと思います」と話し、笑いを誘っていました。

大使の初仕事は、町のブランド認定品のＰＲ
　以前、最中の食べ比べイベントがあ
り、みごと芦屋釜最中を言い当てたと
いうコンバット満さん。2021 年度芦
屋町ブランド認定品の金賞を受賞し
た「芦屋釜最中」をさっそく試食し、
「たまらんです。優しく自然な甘みで
す。おいしゅうございます」とテレビ
カメラに向かってＰＲしていました。

▽ �問い合わせ　
　観光大使に関すること＝地方創生推進係（☎２２３‐３５７１）
　ブランド認定品に関すること＝商工観光係（☎２２３‐３５４２）

　さまざまな分野で活躍している人を通じて、町の魅力を広く発
信し、町の認知度とイメージの向上を図るために設置された芦屋
町ふるさと観光大使。
　４月 19日、航空自衛隊芦屋基地での勤務経験がある、お笑い
タレントのコンバット満さん（写真中央）が芦屋町ふるさと観光
大使に就任し、波多野町長が委嘱状を手渡しました。

　静岡県出身。福岡
吉本１期生として活
躍し、現在はフリー
のお笑いタレントと
して福岡を拠点に活
動中。主に九州・福
岡のバラエティ番
組に出演し、長くス

ポーツ番組のキャスターを務めた経験も
あり、多くの福岡県民から親しまれてい
ます。前職が航空自衛隊芦屋基地に勤務
する自衛官で、芦屋町に住んでいました。
趣味がボートレースであることなどから、
芦屋町と多く関わってきました。

コンバット満
まん

さんプロフィール

Instagram
コンバット満
（konbatsuto94）

Twitter
コンバット満
（@combatman326）

YouTube
コンバットなつみ
かんチャンネル

芦屋町ふるさと観光大使の紹介
　映画監督の向井宗敏
さんと歌手のハジ→さ
んが、芦屋町ふるさと
観光大使として、芦屋
町をＰＲしてくれてい
ます。
　これは、平成 30年
度に映画「夏の夜空と
秋の夕日と冬の朝と春
の風」の撮影を芦屋町
で行ったことが縁とな
ったものです。

向井宗敏さん

ハジ→さん

芦屋町ふるさと観光大使就任

▽�

委
嘱
状
を
手
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し
た
コ
ン
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ッ
ト
満
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（
中
央
）
と
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多
野
町
長
（
右
）

４月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人65
人46死亡

人06
人15

令和４年４月末日現在 令和３年４月末日現在
人　口
男　性6,424
女　性6,769
世帯数6,425

人
人 6,510

6,883
6,476 世帯

人
人

世帯

13,193 人 13,393 人


